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若手研究者海外挑戦プログラムによる派遣を終了しましたので、下記のとおり報告いたします。
なお、下記記載の内容については相違ありません。

1 . 派遣先 郭市

2 . 研究課題名（和文）

記

ホノノレノレ (国渠 アメリカ

ロ■■ソー－ハ■周

一

3 . 派遣期間 平成－ 2 9 年 1 1 月 1 3 日 ～平成 3 0 年 2 月 2 1 日（ 1 0 0 日間

4 . 受入機関名・部局名 ハワイ大学マノア枝

5 . 派遣先で従事した研究内容と研究状況（1 / 2 ページ程度を目安に記入すること）
私は派遣先であるﾉ 、ワイ大学マノア校において、E d w a r d F D e L o n g 教授の指導のもと、海洋性ブラ

ボバクテリアN o n l a b e n s m a r i n u s S 1 - 0 8 株のトランスクリプトーム解析を行った｡ N o n l a b e n s m a r i n u s
S 1 - 0 8 株は3 種の異なるロドプシン( N a R ，C ] R ､ P R ) を持っており、それらのロドプシンは先行研究に
より浸透圧ストレス耐性に寄与していることが示唆されている。本研究ではD e L o n g 研究室との共同
研究で既に得られていた異なる塩分培地におけるトランスクリプトームデータの解析を行った。解
析に際してはD e L o n g ラボで作成されたトランスクリプトーム解析のパイプラインを用いてクオリテ
イコントロールなどを含む解析の前処理を行ったのち､ 異なる塩分条件において光条件/ 暗条件での
発現変動遺伝子の統計的な検出を行った。結果として得られたのは以下のような知見である。
･ N a R 及びP R の発現は光及び浸透圧ストレスにより促進される。先行研究と異なり、これらのロド
プシンの発現は低塩分においても増加した。
･ C l R の発現は他のロドプシンに比べ低く、浸透圧や光条件と関連した変動も見られなかった。
・低塩分条件、高塩分条件において光条件において脂質代謝系の遺伝子群の発現が増加した。
・リボソームタンパク質の発現はP R 遺伝子と高い相関を示した。
これらの結果から示唆されることとして、N a R 及びP R は浸透圧ストレス耐性に寄与すること、浸透
圧ストレス条件下ではロドプシンの発現と脂質代謝系がカツプルしていることなどが挙げられる。
脂質代謝は膜脂質の維持に関与するため、一般に細菌の浸透圧耐性に関わることが知られており、
さらなる詳細なパスウェイ解析によりN o n l a b e n s m a r i n u s S 1 - 0 8 株がロドプシンを用いた光利用で
得たエネルギーをどのように浸透圧耐性に役立てているかが明らかになると考えられる。
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6 . 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1 / 2 ページ程度を目安に記入すること）

現時点で、論文作成にあたり必要な解析の多くが終わっている。また、D e L o n g ラボで行った解析に
関しては、既にD e L o n g ラボのテクニシャンとのメソッドの確認が済んでおり、残る論文作成の作業
は大気海洋研究所において行うことができる状況である。今後の研究計画としては、これまでに得
られた結果から「脂質代謝系遺伝子とロドプシンとの関わり」「リボソームタンパク質とP R の共発
現」に焦点を当て、複数のロドプシンを持つ海洋細菌における光条件化での浸透圧ストレス適応機
構に関する生理学的な議論を主軸に研究を進める予定である。具体的には、以下のように今後の研
究を進めていく。

・共発現ネットワーク解析（1 ヶ月程度）
・脂質代謝系遺伝子と膜脂質、浸透圧ストレス適応などに関する論文のサーベイ（’ヶ月程度）
・リボソームタンパク質に関する論文のサーベイ（’ケ月程度）

これらの解析や論文のサーベイが終わった段階で、必要な解析が新たに生じることが予想される。
そのような解析を1 ，2 ケ月程度で終わらせたのち、2 ケ月程度での論文執筆を予定している。こ
のようなスケジュールで、半年後には論文の初稿を完成させ、共同研究先のD e L o n g 研究室に原稿を
送ることを目指す。学術雑誌への論文投稿の時期としては2 0 1 8 年度中を目指す。
また、本研究内容の一部は共同研究者である吉澤晋准教授によりI n t e r n a t i o n a l C o n f e r e n c e o n
MarineFlavobacteria(Cargese(Corsica,France),June4-82018)での発表が予定されている。

7 . 本プログラムに採用されたことで得られたこと（1 / 2 ページ程度を目安に記入すること）

技術的な面において最も重要であったのはD e L o n g 研究室で用いられているトランスクリプトーム
解析のパイプラインを用いることができた点である。解析パイプラインを構築したテクニシャンの
J o h n E p p l e y とのディスカッションは特に貴重であり、パイプライン構築に至るまでの予備解析や、
なぜこのような解析の流れにしているのかなど、文献調査だけでは得られない解析メソッド構築に
至るまでの試行錯誤を知れたことは大いに参考になった。また、D e L o n g 教授とのディスカッション
により、トランスクリプトーム解析で得られた結果をどう論文にしていくかという方向性の決定を
迅速に行うことができたのは研究を行う上で非常に有益だった。バイオインフオマテイクス分野の
ポスドク達の居室に場所をもらったこともあり、G i t H u b の活用法など、本分野の最先端をゆく研究
室での仕事の進め方を知ることができたのも今後の研究生活において大いに役立つことが予想され
る。
また、アメリカと日本の研究業界の差を体感できた点も大きな収穫だった。アメリカの研究業界
の特徴として研究室専属のテクニシャンの長期的な雇用という点があり、基盤となる技術をテクニ
シャンに任せることでポスドクが入れ替わった際のメソッドの引き継ぎなどが非常に円滑に行うこ
とができるなど、多くの利点があることを実感させられた。これは基本的に競争的資金で雇用され
る日本の大学の技術補佐員とは大きく異なる制度である。また、自身にとって初の長期の海外生活
ということもあり、日常生活においても多くの学びがあり、今後の人生において「海外で仕事をす
る」という選択肢を取りやすくなったと思う。


